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レ ポ ー ト 掲 示
Report  Assignment

【　　文・経・商・医・理・薬　　】

【　　Facul ty  of  Let ters，Facul ty  of  Economics，Facul ty  of  Business  and Commerce，Facul ty  of  Medicine，Facul ty

of  Science and Technology，Faculty  of  Pharmacy　　】

課題 1・2・3 の中から自由に 2 つを選び、1 つにつき 1600 字程度で、2 本
のレポートを書いて提出してください。締切は、2022 年 2 月 5 日（土）厳守
です。
より詳しい内容は、授業支援のレポートのところで確認してください。

課題 1:①浅羽祐樹「司法を政治学する」(駒村圭吾・待鳥聡史編『統治のデ
ザイン−日本の「憲法改正」を考えるために』、弘文堂、2020 年)を読んで内
容を要約した上で、日本社会における裁判所のあり方について(特に最高
裁判所のあり方について)、 あなたなりの意見・提案等を自由に 書いてくだ
さい。

課題 2:②木谷明「刑事事実認定の基本的あり方」(木谷明編『シリーズ刑事
司法を考える第 5 巻 裁判所は何を判断するか』岩波書店、2017 年)を読ん
で内容を要約した上で、あなたが考える刑事訴訟の課題や、それに対する
提案等を自由に書いてください。

課題 3:③柳瀬昇「AI と裁判」(山本龍彦『AI と憲法』日本経済新聞出版社、
2018 年)を読んで 内容を要約した上で、あなたが考える AI 時代の裁判の
課題や、それに対する提案等を自由に書 いてください。

サイズ ( Size ) ： 特に問わない
書式 ( Format ) ： 特に問わない No Preference

枚数 ( Number of sheets ) ： （ 3200 字程度）
レポートは１６００字程度のものを２つ（合わせて３２００字程度）お出
しください。


